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①
当
会
会
員
の

写
真
展
開
催
。

イ:

山
形
県
鶴
岡
市

在
住

南

正
一

会
員
写
真
展

六
月
六
日
（
金
）

か
ら
十
一
日
（
水
）
迄
「
予
定

の
無
い
黒
板
」
百
二
十
年
の
歴

史
を
終
え
廃
校
に
な
っ
た
校
舎

の
保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
撮

影
し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま

す
。

ロ:

仙
台
市
宮
城
野
区
在
住

菊
田
菊
夫
会
員
写
真
展

昨
年
十
二
月
に
開
催
し
た
丹
頂

鶴

の
居
る
風
景
「
北
・
彩
・

詩
」
に
続
く
第
二
弾
。
六
月
二

十
七
日
（
金
）
か
ら
七
月
九
日

（
水
）
ま
で
全
国
の
花
火
を
写

し
溜
め
た
作
品
を
“
華
美
”
と

し
て
多
数
展
示
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

仙
台
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

②
竹
内
顧
問
が
関
係
し
た
ク
ラ

ブ
の

写
真
展
が

六
月
か
ら
七

月
に
掛
け
て
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ

ン
仙
台
と
東
北
電
力
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
に
て
次
々
開
催
さ
れ
ま

す
。
是
非
お
出
掛
け
下
さ
い
。

③
勉
強
会

佐
渡
の
撮
影
ツ
ア

ー
の
勉
強
会
が
七
月
四
日
午
後

一
時
半
か
ら
戦
災
復
興
記
念
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
勉
強
の

た
め
の
参
加
は
自
由
で
す
。

④
富
士
フ
イ
ル
ム
の
第
二
十
二

回
み
ち
の
く
の
四
季
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
に
佐
々
木
康
照
さ
ん

が
優
秀
賞
。
横
山
久
栄
さ
ん
が

佳
作
に
入
選
を
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
会
員
の
入
賞
は
大
変
喜

ば
し
く
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
の
際

は
是
非
東
北
風
景
写
真
家
協
会

会
員
名
を
忘
れ
ず
に
記
載
！

東
北
風
景
写
真
家
協
会
の
発
展
を
目
指
す

担
当
役
員
制
導
入
へ

お知らせ

去
る
三
月
十
日
吉
田
カ
メ
ラ
仙
台
本
店
地
下
会
議
室
を
お
借
り
し
て
役
員
会
を
開
催
。

今
後
の
東
北
風
景
写
真
家
協
会
の
組
織
拡
大
と
そ
の
為
の
魅
力
あ
る
会
の
企
画
・
運
営
に

つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
現
在
籍
約
八
十
名
の
会
員
の
殆
ど
は
仙
台
在
住

の
方
で
す
が
、
今
後
他
県
に
ま
で
組
織
を
広
げ
た
場
合
で
も
、
組
織
体
と
し
て
の
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
、
役
員
の
役
割
担
当
者
を
選
任
し
、
今
後
の
企
画
・
運

営
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た

現
在
、
当
会
の
企
画
運

営
は
役
員
間
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
各
種
の
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
会
員
の

拡
大
と
会
の
発
展
を
見
越
し

た
組
織
化
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
各
役
員
の
中
か
ら
、
主

な
活
動
に
関
す
る
役
割
担
当

幹
事
を
選
任
し
ま
し
た
。
現

在
加
盟
の
会
員
及
び
入
会
希

望
者
に
対
し
、
会
員
の
メ
リ

ッ
ト
や
魅
力
あ
る
企
画
・
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
会
員
拡
大
担
当
幹
事

幸
野
収
三
・
松
本

隆

県
内
及
び
他
県
へ
の
会
員

拡
大
方
法
に
つ
い
て
は
、
カ

メ
ラ
業
界
に
詳
し
い
丸
山
慎

一
幹
事

長
の

協
力
を

得

て
、
、
各
県
の
カ
メ
ラ
店
等

が
関
係
す
る
ク
ラ
ブ
を
紹
介

し
て
戴
く
。
ま
た
会
員
の
知

人
や
ツ
テ
を
使
っ
て
、
担
当

幹
事
が
窓
口
と
な
り
積
極
的

に
会
員
募
集
案
内
と
入
会
申

込
書
を
配
布
。
魅
力
有
る
企

画
や
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
て

会
員
拡
大
に
当
た
る
。

②
会
計
担
当
幹
事
の
増
員

渡
邉
セ
ツ

今
後
、
他
県
の
会
員
が
増

員
に
な
っ
た
場
合
考
慮
し
、

現
在
は
現
状
で
運
営
す
る
。

③
撮
影
会
担
当
幹
事

渡
邊
善
夫
・
丸
山
慎
一
・

宇
和
野
た
み
ゑ

（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
佐
々
木
康
照
・

北
村
幸
一
）

現
在
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
等
の
協
賛
撮
影
会
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
会
独
自

の
一
泊
撮
影
会
を
主
体
に
日

帰
り
の
撮
影
会
も
含
め
企
画

し
、
会
へ
の
参
加
の
魅
力
や

メ
リ
ッ
ト
を
会
員
が
享
受
出

来
る
よ
う
に
す
る
。
撮
影
会

に
は
地
元
情
報
に
詳
し
い
地

場
の
会
員
や
知
人
に
撮
影
場

所
の
紹
介
や
案
内
を
依
頼

し
、
他
県
の
会
員
も
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
交
流
も
深
め
て
他
に
は

無
い
魅
力
あ
る
撮
影
会
を
企

画
し
て
ゆ
く
。

④
写
真
展
担
当
幹
事

藤
枝
克
治
・
進
藤
弘
融

第
1
回
写
真
展
を
昨
年
開

催
し
た
が
、
今
後
も
会
員
の

期
待
は
大
き
い
の
で
全
員
参

加
の
開
催
を
考
え
て
ゆ
く
。

開
催
期
間
は
全
会
員
が
出
展

出
来
る
様
、
二
週
間
の
開
催

に
努
力
す
る
。
ま
た
、
他
県

の
会
員
が
増
え
た
場
合
、
参

加
し
易
い
地
区
で
の
開
催
も

考
え
る
。

⑤
セ
ミ
ナ
ー
担
当
幹
事

丸
山
慎
一
・
藤
枝
克
治

会
の
運
営
に
魅
力
を
付
加

す
る
意
味
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
も
大
切
で
あ
る
。
来
仙

す
る
写
真
家
等
に
依
頼
し
企

画
を
進
め
る
。

⑥
会
報
の
編
集
担
当
幹
事

秋
葉
健
一
・
進
藤
弘
融

従
来
通
り
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
東
風
季
報
を
発
行
。

夏
は
万
物
生
き
る
も
の

総
て
が
、
最
も
活
動
が
盛

ん
に
成
る
時
期
で
あ
り
、

活
き
活
き
と
し
た
姿
を
捉

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
我
々
人
間
は
暑
さ

に
う
だ
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
、
そ
こ
で
、
体
力

を
消
耗
し
な
い
で
良
い
作

品
を
作
る
工
夫
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
以
下
被
写
体

と
撮
影
方
法
を
考
え
て
み

ま
し
た
。

「
夏
の
花
」

ひ
ま
わ
り
、
ハ
ス
等
夏

を
代
表
す
る
花
は
比
較
的

身
近
で
撮
影
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

夏
の
気
象
を
代
表
す
る

積
乱
雲
（
入
道
雲
）
と
組

み
合
わ
せ
る
と
夏
の
暑
さ

を
強
調
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

夏
は

日

差
し

が
高

い

為
、
日
射
も
強
く
な
り
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
つ
き
す
ぎ

る
の
で
、
早
朝
、
夕
方
の

撮
影
が
お
奨
め
で
す
。

積
乱
雲
は
午
後
が
出
来

や
す
い
。

「
夏
の
海
」

夏
の
暑
さ
を
表
現
す
る

に
は
、
凪
っ
た
海
に
ヨ
ッ

ト
等
を
点
景
に
に
撮
影
す

る
。
こ
の
場
合
は
暑
さ
に

負
け
ず
に
日
中
の
撮
影
と

な
り
ま
す
。

高
波

は

台
風

一
過

の

朝
、
夕
の
斜
光
線
で
高
速

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
使
い
（
マ

イ
ナ
ス
）
補
正
を
し
て
撮

影
す
る
と
よ
り
効
果
的
で

す
。「

滝
・
渓
流
」

暑
さ
を
避
け
て
撮
影
す

る
に
は
、
滝
、
渓
流
が
最

適
で
す
。
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ

タ
ー
で
流
れ
を
強
調
す
る

に
は
日
陰
の
光
線
、
飛
ま

つ
を
止
め
る
と
き
は
直
射

日
光
で
高
速
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
使
う
、
ま
た
、
夏
は
日

差
し
が
高
い
の
で
虹
が
か

か
る
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。

「
夏
の
撮
影
の

注
意
事
項
」

１
・
夏
は
暑
さ
の
為
体
力

の
消
耗
が
激
し
く
な
る
の

で
、
機
材
は
少
な
く
し
て

軽
量
化
を
計
る
。

２
・
光
線
を
読
む:

光
線

が
強
い
と
反
射
も
強
く
な

る
の
で
、
Ｐ
Ｌ
フ
ィ
ル
タ

ー
を
活
用
す
る
。
朝
、
夕

の
斜
光
線
を
活
用
す
る
。

日
陰
の
撮
影
も
考
え
る
。

３
・
光
線
が
強
い
と
、
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
高
く
な
る

の
で
柔
ら
か
め
の
フ
イ
ル

ム
を
使
用
す
る
。

藤枝克治幹事幸野収三幹事松本隆幹事

夏
を
写
す

顧
問
・
竹
内

正

私
の
失
敗

鈴
木

登

と
か
く
物
事
上
手
く
い
っ

た
時
に
自
慢
し
た
い
し
、
失

敗
し
た
時
は
隠
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。
写
真
の
場
合

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
そ
こ
で
今
回
は
恥

を
忍
ん
で
私
の
失
敗
談
を
記

し
ま
し
た
。
こ
の
失
敗
談
が

皆
様
の
お
役
に
立
て
ば
と
思

い
ま
す
。

そ
の

１

準
備

万

端
？

某
月
某
日
「
よ
ー

し
明

日

は

作
品

を
も

の

に
す

る

ぞ
」
と
前
の
晩
よ
り
撮
影
地

の
情
景
な
ど
を
勝
手
に
イ
メ

ー
ジ

し
て
う
き

う
き
で
し

た
。

翌
朝
早
々

に
出
発
、

現
地

に
着
き
「

う
ー
ん
、

こ
れ

は
素
晴
ら

し
い
、
よ

ー
し

」
と
う
な

ず
き
、
車

の
ト

ラ
ン
ク
を

開
け
て
ビ

ッ

ク

リ

！

カ

メ

ラ

バ

ッ

グ
、

フ
イ
ル
ム

は
有
っ
た

も
の

の
、
三
脚

が
見
当
た

ら
な

い
。
私
の

カ
メ
ラ
は

三
脚

な
し
で
は

写
す
こ
と

が
出

来
ず
愕
然

と
し
ま
し

た
。

し
か
し
、

「
ま
あ
、

風

も

強

い

し

、

花

も

動

き
、

ど
う
せ
良

い
写
真
は

撮
れ

な
い
」
と

自
分
を
慰

め
つ
つ
、
次
回
の
た
め
近
く

の
撮
影
地
を
探
し
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

格
言
：
作
品
作
り
は
入
れ

込
む
ぐ
ら
い
の
情
熱
が
無
く

て
は
駄
目
。
し
か
し
、
入
れ

込
み
す
ぎ
て
浮
か
れ
て
い
る

と
大
失
敗
。
い
か
な
る
場
合

も
“
冷
静
に
チ
ェ
ッ
ク
！
！

チ
ェ
ッ
ク
！
”

そ
の

２

二

重

撮
り

に
注

意

今
の
カ
メ
ラ
は
フ
ィ
ル
ム

を
巻
き
上
げ
る
の
も
巻
き
戻

す
の
も
こ
の
よ
う
な
事
故
は

無
い
の
で
す
が
。
フ
ィ
ル
ム

を

使
う

前

にI
S
O
1
0
0

を

I
S
O
4
0
0

に
入

れ

替

え
る

時
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
が
要
注
意
。

撮
影
に
夢
中
に
な
り
、
帰

っ
て
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
整

理
し
て
い
る
と
未
撮
影
と

思
わ
れ
る
も
の
を
発
見
、

「
あ
れ
ー
こ
の
１
本
撮
影

し
た
の
か
な
？
？
？
？
。

い
や
撮
影
し
て
い
な
い
」

な
ど
悩
む
こ
と
し
き
り
。

万
一
撮
影
済
み
の
も
の
を

間
違
っ
て
二
重
撮
り
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
３
６
カ
ッ

ト×

２
＝
７
２
カ
ッ
ト
全

て
が
パ
ー
と
な
る
。
仮
に

未
撮
影
の
フ
ィ
ル
ム
を
現

像
し
て
も
、
フ
ィ
ル
ム
＋

現
像

代
の
損

失
で

済
み

ま

す
。
７
２
カ
ッ
ト
の
パ
ー
か

フ
ィ
ル
ム
代
を
損
す
る
か
は

貴
方
次
第
で
す
。

格
言
：
疑
わ
し
き
は
現
像
せ

よ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
は
そ

の
場
で
確
認
が
で
き
ま
す
の

で
こ
の
よ
う
な
心
配
は
い
り

ま
せ
ん
。

夏の花・ひまわり・日中

午後の夏雲と水辺 夏の花・ハス・早朝 滝・スローシャッタ＝ 渓流・流れを強調



陸
中
海
岸
北
部
の
景
観

の
良
い
三
ヶ
所
の
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

浄
土
ヶ
浜

陸
中
海
岸
を
代
表
す
る
景

勝
地
で
、
鋭
く
尖
っ
た
白
い

石
英
粗
面
岩
が
、
恐
竜
の
歯

の
よ
う
に
林
立
し
ま
す
。
岩

は
一
つ
一
つ
が
、
違
っ
た

形
、
異
な
る
表
情
を
見
せ
て

海
岸
を
彩
っ
て
い
ま
す
。
松

の
緑
に
飾
ら
れ
た
岩
肌
の
白

と
、
海
の
群
青
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
見
事
で
す
。

撮
影
は
、
特
に
夜
明
け
が

お
す
す
め
で
す
。
水
平
線
か

ら
昇
る
真
っ
赤
な
太
陽
が
、

岩
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ
、
雲

が
赤
く
染
ま
れ
ば
、
一
層
美

し
い
光
景
を
呈
し
ま
す
。

浄
土
ヶ
浜
ま
で
は
三
陸
鉄

道
宮
古
駅
か
ら
車
で
約
一
〇

分
、
四
ｋ
ｍ
程
の
距
離
で

す
。

三
王
岩

白
亜
期
に
誕
生
し
た
奇
岩

で
、
中
央
の
男
岩
が
高
さ
五

〇
ｍ
、
両
岸
に
女
岩
と
太
鼓

岩
が
寄
り
添
っ
て
そ
び
え
立

つ
姿
は
圧
巻
で
す
。
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
三
王

岩
の
す
ぐ
近
く
ま
で
行
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。

撮
影
の
お
ポ
イ
ン
ト
は
、

先
ず
、
夜
明
け
に
水
平
線
か

ら
昇
る
太
陽
と
三
王
岩
と
の

組
み
合
わ
せ
で
、
雲
が
浮
い

て
い
て
、
そ
れ
が
焼
け
る
と

最
高
で
す
。
次
に
、
夜
明
け

に
高
波
が
押
し
寄
せ
る

と
き
で
、
波
が
山
王
岩

に
あ
た
っ
て
轟
音
と
と

も
に
砕
け
散
り
、
も
の

す
ご
い
迫
力
で
す
。
雪

景
色
の
美
し
さ
も
ま
た

格
別
で
す
。
ま
た
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
最
盛

期
を
む
か
え
る
イ
カ
漁

と
サ
ン
マ
漁
の
頃
は
、

空
と
海
の
色
が
夕
闇
に
し
ず

ん
で
く
る
頃
、
水
平
線
の
間

際
に
漁
火
が
見
ら
れ
、
漆
黒

の
闇
に
浮
か
ぶ
宝
石
の
よ
う

な
き
ら
め
き
が
、
満
点
の
星

と
と
も
に
幻
想
の
世
界
へ
い

ざ
な
い
ま
す
。

三
王
岩
ま
で
は
、
浄
土
ヶ

浜
か
ら
車
で
北
上
す
る
こ
と

二
〇
分
程
で
す
。

北
山
崎

陸
中
海
岸
を
代
表
す
る
景

観
の
ひ
と
つ
で
、
別
名
“
海

の
ア
ル
プ
ス
”
と
呼
ば
れ
る

景
勝
地
で
す
。
岩
肌
を
む
き

だ
し
に
し
た
高
さ
二
〇
〇
ｍ

の
断
崖
が
、
約
八
ｋ
ｍ

に
わ

た
っ
て
垂
直
に
海
へ
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
重

な
り
合
う
よ
う
に
連
な
る
豪

壮
雄
大
な
景
観
で
す
。
夜
明

け
と
と
も
に
、
太
陽
の
光
が

岩
肌
を
赤
く
染
め
ま
す
。
ま

た
、
海
か
ら
霧
が
お
し
よ
せ

る
こ
と
が
あ
り
、
撮
影
に
は

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

冬
、
岩
肌
に
雪
が
吹
き
付
け

る
と
、
荒
々
し
い
な
か
に
も

美
し
さ
が
倍
加
し
ま
す
。

北
山
崎
へ
は
、
三
王
岩
か

ら
更
に
車
で
北
上
す
る
こ
と

約
一
時
間
で
す
。

（
幸
野

収
三
）
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今
回
は
、
「
リ
バ
ー
サ
ル

フ
ィ
ル
ム
現
像
（
以
下
、
Ｒ

現
像
と
記
し
ま
す
）
は
純
正

仕
上
げ
が
良
い
の
か
？
」

と
い
う
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。結

論
か
ら
言
い
ま
す
と
、

「
純
正
仕
上
げ
は
良
い
と
は

限
ら
な
い
」
で
す
。
化
学
的

に
考
え
ま
す
と
、
現
在
の
Ｒ

現
像
は
一
部
の
フ
ィ
ル
ム

（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）
を
除
い

て
は
、
現
像
処
理
方
式
が
同

一
で
す
（
コ
ダ
ッ
ク
Ｅ-

6

処
理
、
フ
ジ
Ｃ
Ｒ-

56
処

理
、
）
で
す
か
ら
、
非
純
正

（
フ
ジ
を
コ
ダ
ッ
ク
Ｅ-

6

処
理
、
コ
ダ
ッ
ク
を
フ
ジ
Ｃ

Ｒ-

56
処
理
）
で
も
、
結
果

は
同
じ
は
ず
で
す
。
で
も
純

正
に
こ
だ
わ
る
人
は
そ
れ
で

も
良
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
大
事

な
要
素
が
Ｒ
現
像
に
は
あ
る

の
で
す
。
そ
の
要
素
と
は

「
現
像
機
の
安
定
し
た
現
像

液
管
理
」
で
す
。
純
正
、
非

純
正
の
違
い
以
上
に
、
液
管

理
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
仕

上
が
り
に
左
右
し
ま
す
。
ま

さ
か
と
思
う
方
は
、
同
条
件

で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
、

別
々
の
現
像
所
に
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
微
妙
に
色
合

い
が
違
い
ま
す
。
ネ
イ
チ
ャ

ー
を
撮
影
す
る
方
は
あ
ま
り

気
が
つ
か
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
物
と
か
モ
ノ
と
か
を

撮
っ
て
い
る
人
は
、
気
に
な

る
は
ず
で
す
（
特
に
白
い
被

写
体
の
表
現
に
は
）
。
こ
れ

は
、
Ｒ
現
像
機
の
処
理
本
数

や
補
充
液
量
、
気
温
、
湿

度
、
保
守
管
理
に
よ
っ
て
微

妙
に
違
う
の
で
す
。
機
械
と

い
っ
て
も
動
か
す
の
は
人
間

で
す
。
適
度
な
塩
梅
も
必
要

で
す
。

ち
な
み
に
、
現
像
機
で
現

像
す
る
前
に
「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ス
ト
リ
ッ
プ
」
と
い
う
液

状
態
計
測
用
の
フ
ィ
ル
ム
を

現
像
し
て
、
基
準
値
と
の
差

を
判
定
し
、
液
の
修
正
を
加

え
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

（
一
日
最
初
と
中
間
ぐ
ら
い

で
一
本
づ
つ
）
こ
れ
を
し
て

い
な
い
現
像
所
は
最
悪
で

す
。
だ
っ
て
基
準
が
無
い
の

で
す
か
ら
。

ネ
ガ
と
違
っ
て
、
リ
バ
ー

サ
ル
は
ラ
チ
チ
ュ
ー
ド
が
狭

い
の
で
す
。
故
に
撮
影
も
露

出
に
関
し
て
慎
重
さ
が
重
要

で
す
が
、
現
像
の
安
定
化
は

も
っ
と
大
切
で
す
。
こ
こ
で

も
「
職
人
さ
ん
」
の
技
が
必

要
で
す
。
職
人
技
が
あ
な
た

の
写
真
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
の

高
い
位
置
に
押
し
上
げ
ま

す
。

「
純
正
仕
上
げ
よ
り
も
安
心

仕
上
げ
」
。（

丸
山

慎
一
）

編
集
後
記

青
森
県
の
委
員
会
に
関
与
す

る
こ
と
に
な
っ
て
十
年
余
り
、

四
季
を
通
し
て
青
森
に
出
か
け

て
い
る
。
十
和
田-

奥
入
瀬-

八
甲
田
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
が

あ
り
、
季
節
ご
と
の
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
も
す
ば
ら
し
い
。

八
甲
田
連
峰
の
北
東
麓
に
位
置

す
る
田
代
平
湿
原
お
よ
び
そ
の

入
り
口
の
八
甲
田
温
泉
は
私
の

好
き
な
寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
。雪

の
深
い
こ
の
地
域
で
は
、

湿
原
の
春
は
遅
く
雪
が
と
け
る

五
月
以
降
と
な
る
。
六
月
か
ら

七
月
の
湿
原
に
は
、
ワ
タ
ス

ゲ
、
キ
ン
コ
ウ
カ
、
ヒ
ツ
ジ
グ

サ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の

湿
地
性
の
高
山
植
物
が
咲
き
誇

り
、
足
も
と
は
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ

の
赤
が
目
立
つ
。
秋
に
は
草
紅

葉
に
な
り
、
や
が
て
長
い
雪
の

季
節
に
入
る
。

駐
車
場
か
ら
遊

歩
道
を
十
分
ぐ
ら

い
で

湿
原

に

至

り
、
木
道
が
付
設
さ
れ
て
い

る
。
高
層
湿
原
の
池
塘
や
植
物

群
と
前
に
そ
び
え
る
八
甲
田
連

峰
が
見
事
で
あ
る
。

田
代
平
に
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ

ン
か
ら
寄
り
道
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
ま
た
、
八
戸
道
を

一
戸
Ｉ
Ｃ
で
降
り
、
四
号
線
を

十
和
田
市
ま
で
北
上
す
る
。
そ

こ
で
西
に
折
れ
青
森
・
田
代
・

十
和
田
線
（
四
〇
号
線
）
に
入

り
、
田
代
平
方
面
へ
向

か
う
。
途
中
広
大
な
牧

場
を
抜
け
る
。

こ
こ
八
甲
田
温
泉
に

泊
ま
る
の
も
楽
し
い
。

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
印
象
の
一
軒
宿

で
あ
る
。
夜
明
け
前
に

田
代
平
に
行
き
朝
の
湿

原
の
撮
影
を
し
て
か

ら
、
ゆ
っ
く
り
朝
食
を

取
る
こ
と
も
で
き
る
。

八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
（
九
時

か
ら
運
転
）
で
山
に
登
る
に
も

都
合
が
よ
い
。

冬
場
に
は
周
辺
の
道
路
は
ほ

と
ん
ど
閉
鎖
さ
れ
る
の
に
、
田

代
平
を
ぬ
け
る
道
は
青
森-

十

和
田
湖
を
結
ぶ
メ
ー
ン
ル
ー
ト

と
な
る
。
厳
冬
期
の
静
寂
な
十

和
田-

奥
入
瀬-

八
甲
田
も
ま

た
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
も
し
天

候
に
め
ぐ
ま
れ
れ
ば
八
甲
田
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー
で
登
り
、
雄
大
な

樹
氷
を
写
す
こ
と
も
、
可
能
で

あ
ろ
う
。

（
秋
葉

健
一
）

夕
焼
け
と
の
巡
り
合
い
・

こ
れ
が
意
外
と
大
変
、
一
月

の
間
に
何
回
素
晴
し
い
夕
日

に
巡
り
合
え
る
で
し
ょ
う
か

？

精
々
二
〜
三
回
が
関
の

山
で
す
。
ま
た
夕
日
だ
け
で

は
何
の
変
哲
も
有
り
ま
せ

ん
。
点
景
に
な
る
も
の
、
主

役
に
な
る
も
の
、
条
件
が
大

切
で
す
。
秋
田
に
は
主
役
・

点
景
に
な
っ
て
く
れ
る
場
所

は
至
る
所
に
点
在
し
ま
す
。

秋
田
火
力
の
防
波
堤
の
釣
り

人
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
八
郎
潟

残
存
湖
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

夕
焼
け
、
男
鹿
半
島
の
岩
場

に
沈
む
夕
日
、
秋
田
港
の
釣

り
人
な
ど
、
数
え
上
げ
た
ら

き
り
が
無
い
ほ
ど
素
晴
し
い

風
景
が
あ
り
ま
す
。

春
は
三
月
中
旬
か
ら
柔
ら

か
な
太
陽
が
現
れ
ま
す
。
た

だ
こ
の
期
間
は
天
候
が
安
定

せ
ず
夕
日
に
巡
り
合
え
る
の

は
数
え
る
ほ
ど
で
す
。
四
月

は
春
霞
が
た
な
び
き
、
太
陽

は
水
平
線
の
遥
か
上
の
方
で

霞
み
の
中
に
消
え
て
し
ま

い
、
期
待
が
外
れ
と
な
る
日

も
多
く
な
り
ま
す
。

夏
は
力
強
い
太
陽
、
夕
方

は
水
平
線
に
雲
が
集
ま
り
、

撮
影
チ
ャ
ン
ス
は
数
少
な

い
。秋

は
絶
好
の
天
候
が
九
月

末
か
ら
十
一
月
中
ま
で
結
構

多
く
あ
る
、
数
年
に
一
度
ぐ

ら
い
台
風
一
過
の
時
に
素
晴

し
い
夕
焼
け
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期

は
年
に
数
回
の
達
磨
坊
主
に

出
会
え
る
こ
と
も
あ
る
。

十
一
月
中
ご
ろ
か
ら
は
グ
ー

ン
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

く
る
時
節
、
厳
し
い
北
風
と

の
戦
い
に
防
寒
対
策
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
午
後
三
時

ご
ろ
か
ら
四
時
半
頃
が
撮

影
の
時
間
帯
で
す
。

冬
は
日
本
海
特
有
の
灰
色

の
雲
に
覆
わ
れ
た
毎
日
が
続

き
、
九
分
九
厘
夕
日
に
は
出

会
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
一
冬
に
一
度
か
二
度

一
瞬
で
す
が
素
晴
し
い
言
葉

に
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
夕

焼
け
が
あ
る
。
霰
が
降
っ
た

り
、
猛
吹
雪
の
一
瞬
の
間
に

突
如
目
の
眩
む
ば
か
り
の
風

景
、
嗚
呼
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

い
れ
ば
！
！

と
思
っ
た
こ

と
が
数
年
の
間
に
何
回
か
あ

り
ま
し
た
。

今
年
は
海
岸
の
工
場
敷
地

に
素
晴
し
い
黄
金
の
絨
毯
が

現
れ
ま
し
た
。
秋
田
大
学
の

先
生
が
試
み
に
挑
戦
し
た
菜

の
花
畑
で
す
。
ま
る
で
朧
月

夜
の
歌
詞
の
如
く
で
す
。

「
菜
の
花
畑
に
入
日
薄
れ

見
渡
す
山
の
端

霞
み
深
し

・
春
風
そ
よ
吹
く
」
の
感
じ

で
す
。
今
日
も
天
気
予
報
と

に
ら
め
っ
こ

浜
に
港
に
出

掛
け
よ
う
！

（
岡
部

晃
次
）

日
本
海
、
秋
田
・
夕
焼
け

陸
中
海
岸
北
部

岩
手

北
東
北
を
写
す

太公望最良の日

夜明けの浄土ヶ浜

田
代
平
湿
原

写

真
・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
３
話

リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム

現
像
は
純
正
仕
上

今
回
は
、
夏
に
向
け
て
の
内
容
を

取

り
上
げ

、
青
森
、

秋
田
、

岩

手
、
い
わ
ゆ
る
北
東
北
の
紹
介
を

特
集
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
通
い
つ
め
た
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
季
報
も
発
刊
以
来
、
第

4
号
と
な
り
、
約
1
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
季
節
の
写
真
を
意
識
し

つ
つ
、
み
ち
の
く
の
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
会
報

の
様
式
も
内
容
も
試
行
錯
誤
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
の
可
能

性

と
し
て

お
許
し
い

た
だ
き

た

い
。

会
報
で
は
、
情
報
、
連
絡
、
交
流

な
ど
活
動
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
る
も
の
を
巾
広
く
取
り
上
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
様

な
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
バ
ラ
イ

テ
ィ
に
富
ん
だ
紙
面
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
会
長
自
身
の
失

敗
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
の
会
長
に
し
て
こ
の

失
敗
、
皆
さ
ん
の
経
験
、
想
い
出

等
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

季

報
は
季

節
の
変
わ

り
目
の

、

3
、
6
、
9
、
12
月
初
め
の
発
行

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
原
稿
は

発
行
の
2
週
間
前
ま
で
に
、
編
集

担
当
（
秋
葉
、
進
藤
）
に
お
寄
せ

願
い
ま
す
。
手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ

デ
ィ
ス
ク
、
メ
ー
ル
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。
カ
ッ
ト
や
写
真
は
Ｌ

版
〜
2
Ｌ
程
度
の
も
の
を
お
送
り

い
た
だ
け
れ
ば
当
方
で
ス
キ
ャ
ン

し
ま
す
。
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

掲
載
や
編
集
上
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
季
節
や
紙
面
の
構
成
等
か
ら

担
当
者
に
お
ま
か
せ
願
い
ま
す
。


